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「
じ
ゃ
け
え
の
う
」
と
は
広
島
弁
で

「
だ
か
ら
ね
！
」
と
い
う
意
味
。

「
教
区
創
立
百
周
年
」
を

「
教
区
創
立
百
周
年
」
を

一
年
間
か
け
て
祝
う

一
年
間
か
け
て
祝
う

　

先
日
、
山
口
島
根
地
区
の
司
祭
の

集
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
折
東

京
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
酒
井
陽
介
神
父

様
（
上
智
大
学
）
が
「
キ
リ
ス
ト
者

の
召
命
と
青
年
司
牧
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
何
人
か
の
司
祭
に
感

想
を
求
め
た
ら
次
の
よ
う
な
感
想
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
今
、
地
方
の
教
会
は
『
司
祭
の

数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
、
信
者
の

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
、
青
年
た
ち

の
姿
も
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
』
そ
う

い
う
状
況
の
中
で
一
体
何
が
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
感
想
や
、

「
今
、
地
方
の
お
医
者
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
の
家
を
訪
問
し
て
老
人
の
病
人

を
見
て
い
る
よ
う
に
、
教
会
に
来
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
高
齢
の
信

者
さ
ん
を
家
ま
で
訪
ね
歩
く
司
祭
の

司
牧
と
い
う
こ
と
も
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
時
代
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
い
う
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
教
会
の
イ
メ
ー
ジ
で
は

な
く
、
現
代
は
全
く
新
し
い
発
想
の

司
牧
の
イ
メ
ー
ジ
と
共
に
今
の
時
代

だ
か
ら
こ
そ
「
キ
リ
ス
ト
者
の
信
仰

の
原
点
で
あ
る
ミ
サ
」
に
つ
い
て
も

う
一
度
振
り
返
る
必
要
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

今
年
の
十
一
月
の
「
待
降
節
第
一

主
日
」
か
ら
ミ
サ
の
式
次
第
が
変
わ

り
ま
す
。
多
分
慣
れ
る
ま
で
は
い
つ

も
式
次
第
を
手
に
持
っ
て
ミ
サ
に
与

か
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
式
次
第
を

早
く
暗
記
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

「
式
次
第
と
聖
書
と
典
礼
」
を
通
し

て
ミ
サ
に
与
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

に
つ
い
て
体
験
し
、
特
に
ミ
サ
に
与

る
人
た
ち
が
受
け
取
る
恵
み
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
た
と
え
ば
ミ
サ
に
与
っ
て
家
路

に
つ
く
と
き
、
「
安
ら
ぎ
」
（
平

和
）
に
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
あ

る
い
は
聖
体
の
秘
跡
に
よ
っ
て
洗
礼

を
受
け
た
者
と
し
て
の
自
覚
を
取
り

戻
し
て
い
ま
す
か
？
な
ど
を
振
り
返

る
時
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ミ
サ
の
式
文
が
変
わ
る
こ
の
時
だ
か

ら
こ
そ
、
自
分
は
ど
の
よ
う
に
ミ
サ

に
与
っ
て
い
る
か
を
振
り
返
る
大
切

な
時
に
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。

（
山
口 

道
晴 

神
父
）

は
じ
め
に

　

広
島
教
区
の
兄
弟
姉
妹
の
皆

さ
ん
、
わ
た
し
た
ち
は
、
日
本

に
接
近
し
た
台
風
十
四
号
の
影

響
を
受
け
て
、
「
教
区
の
日
」

（
今
年
は
九
月
十
九
日
）
の

前
日
九
月
十
八
日
（
年
間
第

二
十
五
主
日
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
小
教
区
で
教
区
創
立
百
周

年
の
開
年
ミ
サ
を
さ
さ
げ
て

い
た
だ
き
、

創
立
百
周
年

を
祝
う
一
年

を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

開
年
の
司
教

ミ
サ
た
め
に

会
場
提
供
を

引
き
受
け
、

ご
協
力
く
だ

さ
っ
た
米
子

教
会
の
皆
さ

ん
に
、
改
め

て
御
礼
申
し

上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

過
去
を
学
ぶ
こ
と
は
、

現
在
を
知
る
こ
と

　

開
年
ミ
サ
の
翌
日
「
教
区
の

日
」
当
日
の
午
後
に
は
、
当
初

か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
「
広
島

教
区
創
立
ま
で
の
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
史
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
、
援
助
修
道
会
の
三
好
千

春
シ
ス
タ
ー
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
記
念
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
明
治
初
期
の
キ

リ
ス
ト
教
の
再
宣
教
時
代
か

ら
、
「
広
島
代
牧
区
」
（
使
徒

座
代
理
区
）
が
創
立
さ
れ
る
ま

で
の
日
本
の
教
会
の
歴
史
を
、

詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
記
念
講
演
は
、
教

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
今
で
も
視
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

三
好
シ
ス
タ
ー
が
使
用
し
た
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
資
料
も
、
教

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
ご
活
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
歴
史
を
背

「教区創立100周年」開年ミサの様子（米子教会）
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景
に
し
た
教
区
の
歩
み
を
学
ぶ

た
め
に
、
開
年
の
記
念
講
演
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
三
好
シ
ス

タ
ー
の
著
書
『
時
の
階
段
を
下

り
な
が
ら
―
近
現
代
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
の
序
説
―
』
（
オ

リ
エ
ン
ス
宗
教
研
究
所
）
の
読

書
を
お
薦
め
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

三
地
区
の
リ
レ
ー
に
よ
る
主
要

な
行
事
（
ミ
サ
と
記
念
講
演

会
）

　

岡
山
鳥
取
地
区
の
米
子
教
会

か
ら
始
ま
っ
た
ミ
サ
と
記
念
講

演
会
は
、
次
に
、
山
口
島
根
地

区
の
山
口
教
会
へ
と
リ
レ
ー
さ

れ
て
行
き
ま
す
。

　

二
〇
二
三
年
年
四
月
二
九
日

（
土
）
、
山
口
教
会
の
サ
ビ
エ

ル
記
念
聖
堂
は
、
ち
ょ
う
ど
献

堂
二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
献
堂
の
お
祝
い
に
合
わ
せ

て
、
山
口
教
会
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
、
山
口
島
根
地
区
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
当

日
、
①
「
献
堂
二
十
五
年
歩

み
」
の
紹
介
、
②
教
区
百
周
年

史
編
纂
委
員
会
に
よ
る
「
広

島
教
区
の
百
年
の
歴
史
」
を

テ
ー
マ
と
す
る
記
念
講

演
会
を
行
っ
た
後
に
③

山
口
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖

堂
・
献
堂
二
十
五
周
年

記
念
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら

れ
ま
す
。
な
お
、
教
区

百
周
年
史
編
纂
委
員
会

は
、
広
島
教
区
の
百
年

史
（
仮
称
）
の
編
纂
を

行
な
い
、
二
〇
二
四
年

五
月
四
日
を
目
標
に
、

そ
の
出
版
を
目
指
し
て

膨
大
で
緻
密
な
作
業
を

続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

教
区
創
立
百
周
年
の

記
念
日
は
、
二
〇
二
三

年
五
月
四
日
に
な
り
ま

す
。
そ
の
前
日
五
月
三

日
の
津
和

野
乙
女
峠

ま
つ
り
の

ミ
サ
（
前

田
万
葉
枢

機
卿　

司

式
）
と
、

そ
の
前
夜

祭
の
講
演

会
が
行
わ

れ
る
た
め

に
、
教
区

創
立
百
周

年
の
意
向

を
加
味
し

て
実
施
し

て
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
五
月
四
日
当

日
に
は
、
特
別
な
行
事
は
行
わ

ず
、
各
小
教
区
・
修
道
院
で
の

ミ
サ
や
教
会
の
祈
り
の
時
に
思

い
起
し
て
、
お
祈
り
を
さ
さ
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

教
区
創
立
百
周
年
を
祝
う
一

年
は
、
二
〇
二
三
年
九
月
十
八

日
（
敬
老
の
日
）
「
教
区
の

日
」
に
予
定
さ
れ
て
い
る
記
念

講
演
会
と
閉
年
ミ
サ
を
も
っ

て
、
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
会
場
と
な
る
の

は
、
世
界
平
和
記
念
聖
堂
（
カ

ト
リ
ッ
ク
幟
町
教
会
）
で
、
広

島
地
区
が
そ
の
準
備
の
担
当
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
当
日
に

は
、
先
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
川

村
信
三
神
父
様
に
よ
っ
て
、
日

本
の
教
会
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
「
こ
れ

か
ら
の
福
音
宣
教
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
記
念
講
演
が

行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
閉
年
ミ
サ

を
さ
さ
げ
て
教
区
創
立
百
周

年
の
一
年
を
結
び
、
同
時
に

「
二
〇
二
〇
教
区
代
表
者
会

議
」
（
教
区
シ
ノ
ド
ス
）
後
の

司
教
教
書
の
中
で
示
さ
れ
て
い

る
新
し
い
歩
み
に
向
か
う
、
出

発
点
に
し
て
行
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
行
事

①
日
本
聖
書
協
会
と
の
協
働

　

教
区
創
立
百
周
年
を
祝
う
一

年
の
間
に
、
先
に
紹
介
し
た
主

要
な
ミ
サ
と
記
念
講
演
会
の
他

に
、
種
々
の
行
事
や
企
画
が
織

り
な
さ
れ
て
行
き
ま
す
。
間
も

な
く
開
催
さ
れ
る
行
事
と
し

て
、
二
〇
二
二
年
十
一
月
六
日

（
日
）
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽

大
学
ザ
ビ
エ
ル
ホ
ー
ル
を
会
場

と
し
て
、
午
後
二
時
か
ら
三

時
半
ま
で
、
日
本
聖
書
協
会
主

催
・
広
島
教
区
後
援
に
よ
っ

て
、
佐
藤
裕
子
氏
・
髙
橋
洋
成 教区創立100周年ポスター

↑
教
区
創
立
百
周
年
開
年
ミ
サ
（
米
子
教
会
）

左
か
ら
、
斎
藤
神
父
、
白
浜
司
教
、
大
西
神
父
、
ダ
ン

神
父
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氏
に
よ
る
「
聖
書
と
こ
と
ば
・

聖
書
の
こ
と
ば
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
対
談
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
会
場
を
世
界
平

和
記
念
聖
堂
（
カ
ト
リ
ッ
ク
幟

町
教
会
）
へ
移
し
て
、
午
後
四

時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
広
島

教
区
主
催
・
日
本
聖
書
協
会
共

催
に
よ
る
手
話
訳
聖
書
チ
ャ
リ

テ
ィ
・
広
島
教
区
創
立
百
周
年

記
念
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
も

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の

聖
書
関
連
の
企
画
を
、
信
仰
生

活
の
源
泉
で
あ
る
聖
書
（
神
の

こ
と
ば
）
に
立
ち
返
る
機
会
に

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
パ

ウ
ロ
が
テ
モ
テ
に
宛
て
た
手
紙

を
、
今
一
度
、
心
に
響
か
せ
ま

し
ょ
う
。
「
あ
な
た
は
、
自
分

が
学
ん
で
確
信
し
た
こ
と
か
ら

離
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な

た
は
、
そ
れ
を
だ
れ
か
ら
学
ん

だ
か
を
知
っ
て
お
り
、
ま
た
自

分
が
幼
い
日
か
ら
聖
書
に
親
し

ん
で
き
た
こ
と
を
も
知
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
こ
の
書
物
は
、

キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
へ
の
信
仰

を
通
し
て
救
い
に
導
く
知
恵

を
、
あ
な
た
に
与
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
聖
書
は
す
べ
て
神

の
霊
の
導
き
の
下
に
書
か
れ
、

人
を
教
え
、
戒
め
、
誤
り
を
正

し
、
義
に
導
く
訓
練
を
す
る
う

え
に
有
益
で
す
。
こ
う
し
て
、

神
に
仕
え
る
人
は
、
ど
の
よ
う

な
善
い
業
を
も
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
十
分
に
整
え
ら

れ
る
の
で
す
」
（
Ⅱ
テ
モ
テ

３
・
14
―
17
）
。

②
「
聖
書
通
読
写
経
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」

　

創
立
百
周
年
を
祝
う
前
か

ら
、
教
区
で
は
「
平
和
の
使
徒

推
進
本
部
」
に
よ
る
「
聖
書
通

読
写
経
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
企

画
さ
れ
、
教
区
が
す
べ
て
の
小

教
区
に
リ
レ
ー
を
お
願
い
し
て

き
た
旧
約
と
新
約
の
聖
書
写
経

を
完
成
し
て
製
本
し
、
閉
年
ミ

サ
の
中
で
、
奉
納
す
る
準
備
も

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
「
聖
書
通
読
写
経

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
企
画
は
、

今
後
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
（
『
広
島
教
区

報
』
二
〇
二
二
年
七
月
十
七

日
・
一
二
九
号
七
面
下
段
参

照
）
。
聖
書
写
経
に
関
し
て
言

え
ば
、
現
時
点
（
二
〇
二
二
年

七
月
十
七
日
）
で
、
旧
約
・
新

約
全
巻
の
写
経
を
終
え
ら
れ
た

方
が
合
計
一
〇
名
、
新
約
聖
書

の
み
を
終
え
ら
れ
た
方
が
二
七

名
、
旧
約
聖
書
の
み
を
終
え
ら

れ
た
方
が
九
名
お
ら
れ
ま
す
。

③
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
デ

イ
・
リ
ス
ボ
ン
大
会
へ
の
青
年

の
派
遣

　

次
の
世
代
に
信
仰
の
バ
ト
ン

を
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
こ
れ

ま
で
教
区
で
は
「
青
少
年
の
育

成
」
を
優
先
課
題
の
一
つ
と
し

て
種
々
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め

の
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
「
青
少
年
情
報
セ
ン
タ
ー
」

が
、
「
二
〇
二
〇
教
区
代
表
者

会
議
」
（
教
区
シ
ノ
ド
ス
）
の

提
言
を
受
け
て
、
今
年
六
月
よ

り
、
「
青
年
活
動
企
画
室
」
へ

と
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
の

青
少
年
に
関
す
る
公
式
な
情
報

発
信
を
含
め
て
、
企
画
、
運

営
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
な
ど

に
も
力
を
入
れ
る
新
た
な
役
割

を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
『
広
島
教
区
報
』
二
〇
二
二

年
七
月
十
七
日
・
一
二
九
号
一

面
参
照
）
。

　

ま
た
、
教
区
創
立
百
周
年
を

祝
う
一
年
の
期
間
中
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ワ
ー

ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
デ
イ
・
リ
ス

ボ
ン
大
会
（
二
〇
二
三
年
八
月

一
日
～
六
日
）
へ
、
教
区
の
青

年
を
派
遣
す
る
企
画
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
支

援
の
た
め
に
、
青
年
た
ち
の

提
案
で
作
成
さ
れ
た
教
区
創

立
百
周
年
の
記
念
グ
ッ
ズ
（
エ

コ
バ
ッ
グ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
）
の
販

売
も
す
で
に
始
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
司
教
に
よ
る
小
教
区
の
司

牧
訪
問
（
公
式
訪
問
）
等
を
機

会
に
、
「
青
年
活
動
企
画
室
」

の
ス
タ
ッ
フ
を
同
伴
し
て
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

④
「
福
音
ひ
ろ
ば
」
（
世
代

別
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
）

　

「
二
〇
二
〇
教
区
代
表
者

会
議
」
（
教
区
シ
ノ
ド
ス
）

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ

ン
よ
る
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
終
了
後
も
、
参
加

者
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な

が
っ
て
、
分
か
ち
合
い
や
意

見
交
換
を
行
う
機
会
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
聞

か
れ
、
「
青
年
活
動
企
画

室
」
の
発
案
で
、
世
代
別
オ

ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ン
「
福
音
ひ

ろ
ば
」
が
、
こ
の
十
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
一
回
、
第
一
木
曜
日

（
十
八
歳
～
二
〇
代
）
、
第

三
木
曜
日
（
三
〇
歳
以
上
ど

な
た
で
も
）
午
後
八
時
～
九

「福音ひろば」パンフレット

Ｔシャツとエコバッグ



( 4 )カトリック　広　島　教　区　報2022 年 10 月 30 日  130 号

時
の
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
に
つ
い
て
は
、
「
青
年

活
動
企
画
室
」
（
電
話0

8
2

-
221-0664

）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

⑤
「
イ
エ
ス
さ
ま
・
マ
リ
ア
さ

ま
へ
の
て
が
み
」
（
子
ど
も
企

画
）

　

教
区
の
多
く
の
子
ど
も
た
ち

（
幼
児
～
十
八
歳
ま
で
）
を
対

象
に
、
教
区
が
創
立
百
周
年
と

い
う
歴
史
的
な
節
目
の
時
を
迎

え
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
イ
エ
ス
さ
ま
・
マ
リ
ア

さ
ま
に
、
日
頃
の
信
仰
上
の
素

朴
な
疑
問
、
思
い
、
願
い
な

ど
の
自
由
な
テ
ー
マ
で
手
紙

（
四
百
字
以
内
）
を
書
く
企
画

が
、
今
年
の
「
教
区
の
日
」

（
九
月
十
九
日
）
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
（
二
〇
二
三
年
の

三
月
末
ま
で
の
予
定
）
。
詳
し

く
は
、
教
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
情
報
サ
イ
ト
）
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

一
年
か
け
て
祝
う
意
図

　

教
区
創
立
百
周
年
を
祝
う
一

年
の
主
な
ミ
サ
や
記
念
講
演

会
、
種
々
の
行
事
の
企
画
を
通

し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
、
ま

ず
、
こ
れ
ま
で
教
区
を
導
い
て

く
だ
さ
っ
た
い
つ
く
し
み
深
い

神
様
に
心
か
ら
の
感
謝
を
さ
さ

げ
、
信
頼
を
深
め
る
機
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
神

様
の
導
き
に
応
え
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
小
教
区
ま
た
教
区
の

た
め
に
働
い
て
く
だ

さ
っ
た
す
べ
て
の
宣

教
会
・
修
道
会
・
在

俗
会
の
会
員
と
わ
た

し
た
ち
の
信
仰
の
先

達
、
す
べ
て
の
恩
人

に
対
す
る
感
謝
を
新

た
に
す
る
機
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
教
区
創
立

百
周
年
を
祝
う
種
々

の
企
画
を
通
し
て
、

互
い
に
教
区
民
と
し

て
の
交
流
や
絆
を
深

め
、
信
仰
継
承
の
バ
ト
ン
を
、

次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い
く
決

意
を
新
た
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

「
わ
た
し
の
召
命
」

　

皆
さ
ん
が
ご
存
じ
の
よ
う

に
、
教
区
創
立
九
〇
周
年
か
ら

の
一
〇
年
間
の
教
区
の
長
期
的

目
標
は
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
新
し

い
福
音
宣
教
～
わ
た
し
を
お
使

い
く
だ
さ
い
～
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
し
た
。
こ
の
一
〇
年
間
を

締
め
く
く
る
二
〇
二
三
年
度
の

宣
教
司
牧
の
目
標
は
、
「
わ
た

し
の
召
命
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
目
標
を
心
に
刻
み
な

が
ら
、
教
区
創
立
百
周
年
を
祝

う
一
年
を
、
信
仰
継
承
の
バ
ト

ン
を
次
の
世
代
に
つ
な
い
で
い

く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
今
の

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
め

直
し
、
勇
気
と
行
動
を
も
っ
て

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
機
会

に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
「
式
次
第
」
に
よ
る

ミ
サ
の
実
施
に
つ
い
て

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
日
本

の
教
会
で
は
、
今
年
十
一
月

二
十
七
日
（
待
降
節
第
一
主

日
）
か
ら
、
新
し
い
「
式
次

第
」
に
よ
る
ミ
サ
の
実
施
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

改
訂
の
背
景
と
方
針

　

こ
れ
ま
で
日
本
の
教
会
が
使

用
し
て
き
た
『
ミ
サ
典
礼
書
』

は
、
一
九
七
五
年
三
月
に
公
布

さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
規
範
版
（
第

二
版
）
に
基
づ
い
て
翻
訳
と
適

応
が
な
さ
れ
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁

典
礼
秘
跡
省
か
ら
の
暫
定
的
な

認
証
を
受
け
て
、
一
九
七
八
年

十
二
月
に
出
版
さ
れ
た
も
の
で

し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
二
年

三
月
に
典
礼
秘
跡
省
か
ら
ラ
テ

ン
語
規
範
版
（
第
三
版
）
が
公

布
さ
れ
た
た
め
に
、
全
世
界
の

教
会
は
、
こ
の
第
三
版
に
基
づ

い
て
、
従
来
の
ミ
サ
典
礼
書
の

改
訂
を
行
う
必
要
が
生
じ
て
い

ま
し
た
。
日
本
の
教
会
で
も
そ

の
作
業
が
二
〇
年
近
く
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
司
教

団
の
認
可
を
受
け
た
後
に
、
典

礼
秘
跡
省
に
提
出
し
て
い
た

ミ
サ
の
式
次
第
等
が
、
昨
年

二
〇
二
一
年
五
月
の
聖
霊
降
臨

の
主
日
に
よ
う
や
く
認
証
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
の

待
降
節
第
一
主
日
（
十
一
月

二
十
七
日
）
よ
り
、
新
し
い
式

次
第
を
用
い
て
、
一
斉
に
ミ
サ

が
さ
さ
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
日
本
語
の
ミ
サ

の
式
次
第
の
改
訂
は
、
四
十
四

年
ぶ
り
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
日
本
語
の
ミ
サ
の
式
次

第
の
改
訂
は
、
お
も
に
、
①
ラ

テ
ン
語
規
範
版
（
第
三
版
）
の

忠
実
な
翻
訳
、
②
従
来
の
日
本

固
有
の
適
応
の
見
直
し
、
③
日

本
語
と
し
て
、
文
語
体
か
ら
口

語
体
へ
の
移
行
が
主
な
改
訂
の

方
針
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
国
語
の
観
点
か
ら
、
現
代

典礼の窓

白浜満司教

シリーズ「典礼の窓」では、
白浜司教による典礼の解説を
掲載します。

⑩

「イエスさま・マリアさまへのてがみ」ポスター
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日
本
語
は
口
語
体
を
主
流
と
し

な
が
ら
も
、
文
語
体
を
排
除
し

な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
こ
と

を
土
台
に
、
今
回
の
改
訂
作
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
施
の
諸
準
備
の
た
め
に

①
司
式
者
用
の
『
ミ
サ
の
式
次

第
』

　

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
よ

り
一
〇
月
下
旬
に
、
司
式
者
用

の
『
ミ
サ
の
式
次
第
』
が
発
行

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
式

次
第
に
は
公
式
祈
願
や
入
祭

唱
・
拝
領
唱
な
ど
の
式
文
は
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
カ

ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
か
ら

発
行
さ
れ
て
い
る
『
毎
日
の

ミ
サ
』
、
あ
る
い

は
従
来
の
『
ミ
サ

典
礼
書
』
と
の
併

用
が
必
要
で
す
。

十
全
な
形
で
日
本

語
の
『
ミ
サ
典
礼

書
』
改
訂
版
が
発

行
さ
れ
る
た
め
に

は
、
ま
だ
五
年
ほ

ど
か
か
る
見
込
み

で
す
。

②
会
衆
用
の
冊
子

　

会
衆
用
の
冊
子

の
出
版
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
中
央
協
議

会
で
は
行
わ
ず
、
カ
ト
リ
ッ
ク

出
版
社
に
お
任
せ
し
て
い
ま

す
。
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
、
オ
リ

エ
ン
ス
宗
教
研
究
所
、
光
明

社
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
社
か
ら
出
版

さ
れ
て
い
る
冊
子
の
購
入
の
準

備
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
教
区
や

修
道
院
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

③
外
国
籍
の
信
徒
用
の
冊
子

　

カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
国
際
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）
か
ら
三
種

類
の
ミ
サ
ガ
イ
ド
（
①
日
本

語
・
ロ
ー
マ
字
・
英
語
・
フ
ィ

リ
ピ
ノ
併
記
、
②
日
本
語
・

ロ
ー
マ
字
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
併
記
、
③
日
本

語
・
ロ
ー
マ
字
・
英
語
・
ベ
ト

ナ
ム
語
併
記
）
が
準
備
さ
れ
て

お
り
、
十
一
月
上
旬
に
発
行
の

予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
ミ
サ
ガ

イ
ド
は
い
ず
れ
も
一
冊
一
一
〇

円
で
、
注
文
の
受
付
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京

国
際
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

④
ミ
サ
の
賛
歌
（
ミ
サ
曲
）
の

楽
譜
と
音
源
に
つ
い
て

　

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
典
礼
委
員
会
が
準
備

し
た
「
ミ
サ
の
賛
歌
（
ミ
サ

曲
）
」
の
三
種
類
（
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
）
の
楽
譜
と
音
源
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
伴
奏
用

の
楽
譜
、
ミ
サ
の
式
次
第
の
楽

譜
も
、
準
備
が
整
い
次
第
、
掲

載
さ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。
カ

ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
難
し
い
方
々
の
た

め
の
配
慮
を
、
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
中
の
『
典
礼
聖

歌
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
従

来
の
ミ
サ
の
賛
歌
（
ミ
サ
曲
）

は
、
歌
唱
す
る
場
合
は
、
そ
の

ま
ま
（
従
来
の
式
文
で
）
歌
唱

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
方

針
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ミ
サ
の
賛

歌
を
唱
え
る
際
に
は
、
必
ず
新

し
い
式
文
で
唱
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

終
わ
り
に

　

あ
と
一
ヶ
月
ほ
ど
で
、
新
し

い
式
次
第
に
よ
る
ミ
サ
が
開
始

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
教
区
や
修

道
院
で
の
諸
準
備
を
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
選

択
肢
が
あ
る
式
文
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
体
で
、

司
祭
や
典
礼
係
を
中
心
に
、
ど

の
よ
う
な
選
択
を
し
て
い
く
の

か
の
話
し
合
い
も
必
要
で
す
。

ミ
サ
の
式
次
第
の
四
十
四
年
ぶ

り
の
改
訂
を
機
会
に
、
改
め
て

ミ
サ
（
感
謝
の
祭
儀
）
の
意
味

や
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
び
な

が
ら
、
新
し
い
式
文
の
味
わ
い

を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
式
次

第
を
用
い
て
ミ
サ
が
実
践
さ
れ

て
い
く
中
で
、
種
々
の
疑
問
や

戸
惑
い
も
生
じ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

米
子
で
の
教
区
創
立
百
年
周
年

記
念
開
年
ミ
サ

　

九
月
十
九
日
（
月
）
に
教
区

百
年
周
年
記
念
ミ
サ
が
開
催
さ

れ
る
予
定
で
し
た
が
、
ご
存
知

の
よ
う
に
台
風
十
四
号
が
十
九

日
に
中
国
地
方
を
直
撃
す
る
と

の
情
報
が
あ
っ
た
た
め
、
十
八

日
（
日
）
に
繰
り
上
げ
て
開
年

ミ
サ
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

当
日
は
白
浜
司
教
様
が
来
ら

れ
る
ま
で
に
と
、
朝
早
く
か
ら

教
区
創
立
百
周
年
記
念
行
事

実
行
委
員
会
の
方
々
が
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
放
送
す
る
た
め
に

色
々
な
機
材
を
設
置
し　

ご
ミ

サ
に
備
え
ま
し
た
。
祭
儀
の
流

れ
は
折
角
作
成
さ
れ
た
「
開
年

の
ミ
サ
の
栞
」
を
使
っ
て
で
は

な
く
「
主
日
の
ミ
サ
の
栞
」
に

従
っ
て
の
ご
ミ
サ
で
し
た
。

　

参
加
者
は
米
子
教
会
と
、
開

年
式
の
お
手
伝
い
に
来
ら
れ
た

青
年
な
ど
を
入
れ
て
約
百
三
十

名
の
参
加
に
な
り
ま
し
た
。

　

予
想
さ
れ
た
台
風
は
十
八
日

の
ご
ミ
サ
が
終
わ
っ
て
も
ま
だ

米
子
に
は
到
達
せ
ず
、
十
九
日

堅信を授ける白浜司教
（三篠教会　9月25日）

教
区
の
動
き

教
区
の
動
き

平
和
の
使
徒
推
進
本
部

平
和
の
使
徒
推
進
本
部  
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も
時
折　

強
い
風
と
、
雨
が
パ

ラ
パ
ラ
降
る
ぐ
ら
い
で
し
た
。

　

で
も
参
加
者
の
米
子
へ
の
往

復
路
と
、
お
暮
し
の
地
方
で
は

被
害
が
見
ら
れ
た
よ
う
で
、
残

念
で
し
た
が
中
止
の
判
断
も
適

切
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

開
年
記
念
ミ
サ
の
流
れ
は

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
ご
覧
に
な
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
山

陰
の
米
子
教
会
を
訪
れ
る
こ
と

が
な
く
、
今
回
初
め
て
訪
問
さ

れ
た
気
分
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

翌
日
は
開
年
の
ミ
サ
後
に
行

わ
れ
る
は
ず
の
シ
ス
タ
ー
三
好

千
春
の
『
明
治
以
降
の
日
本
の

教
会
に
つ
い
て
』
の
講
演
が

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
流
れ
ま
し

た
。

　

と
こ
ろ
で
米
子
教
会
が
開
年

ミ
サ
の
開
催
教
会
に
な
っ
た
の

は
、
「
教
区
百
年
の
開

年
の
ミ
サ
を
岡
山
・
鳥

取
地
区
で
」
と
の
話
が

岡
山
・
鳥
取
地
区
会
議

で
あ
り
、
何
時
も
山
陽

側
で
し
か
大
き
な
行
事

が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
『
今
回
は
山
陰

で
の
開
催
も
で
き
ま
す

か
』
と
の
問
い
が
、
た

だ
山
陰
側
の
教
会
は
鳥

取
・
倉
吉
・
米
子
の
三

教
会
し
か
な
く
中
国
地

方
全
体
か
ら
集
ま
る
に

は
交
通
の
便
を
考
え
る

と
必
然
的
に
米
子
開
催

に
。

　

こ
の
話
を
受
け
、
米
子
の
評

議
会
で
話
し
て
評
議
会
の
了
解

を
戴
き
ま
し
た
。

　

後
は
実
行
委
員
会
に
係
る
米

子
の
青
年
の
協
議
・
連
絡
・
報

告
を
も
と
に
計
画
を
作
成
。

先
ず
は
御
聖
堂
と
二
階
ホ
ー

ル
を
会
場
に
二
百
人
ぐ
ら
い

（
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
時
の

た
め
間
隔
を
開
け
）
を
受
け

入
れ
、
二
階
ホ
ー
ル
は
ビ
ュ

ア
ー
会
場
と
し
ス
ク
リ
ー
ン

を
設
置
、
パ
イ
プ
椅
子
を

五
十
脚
（
業
者
か
ら
）
、
不

足
の
場
合
は
教
会
に
あ
る
予

備
椅
子
で
対
応
の
予
定
に
。

一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
来
客
の

受
付
、
一
階
御
聖
堂
入
り
口
付

近
に
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
配
置
の

レ
イ
ア
ウ
ト
を
決
定
し
ま
し
た

が
、
実
際
は
台
風
の
た
め
大
部

分
中
止
に
。

　

当
日
の
人
員
配
置
も
駐
車

場
係
（
三
名
）
、
受
付
（
三

名
）
、
教
会
内
の
案
内
係
（
三

名
）
、
救
護
係
（
二
名
）
、
接

待
係
（
二
名
）
、
手
話
（
二

名
）
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
（
二

名
）
、
侍
者
（
四
名
）
、
朗
読

者
、
共
同
祈
願
な
ど
、
担
当
を

依
頼
し
米
子
教
会
で
の
開
催
に

備
え
ま
し
た
。

（
米
子
教
会　

都
田
修
史
）

ミサの中で説教を行う、斎藤神父

ミサ（退堂）の様子

二
〇
二
二　

平
和
行
事
「
平
和
の
糸
を
紡
ぐ

〜
愛
し
合
う
き
ょ
う
だ
い
と
し
て
生
き
よ
う
〜
」

平
和
行
事
実
行
委
員
会 

実
行
委
員
長   

大
西 

勇
史 

神
父

アベイヤ司教

　

八
月
五
日
、
六
日
、
今
年
の

平
和
行
事
も
、
近
年
と
同
様
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
の
た
め
教
区
外
か
ら
の
参
加

は
司
教
様
方
に
限
定
し
て
行
わ

れ
た
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
昨
年

の
も
の
を
引
き
継
ぎ
「
平
和
の

糸
を
紡
ぐ
」
と
し
、
サ
ブ
テ
ー

マ
を
「
〜
愛
し
合
う
き
ょ
う
だ

い
と
し
て
生
き
よ
う
〜
」
と
し

た
。

　

平
和
行
事
担
当
司
祭
で
あ
る

瀧
井
神
父
の
挨
拶
に
続
い
て
、

福
岡
教
区
の
教
区
長
ヨ
ゼ
フ
・

ア
ベ
イ
ヤ
司
教
の
【
基
調
講

演
】
が
「
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

回
勅
『
兄
弟
の
皆
さ
ん
』
―
共

に
生
き
る
世
界
を
求
め
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
聖
堂
と
マ
リ
ア

ホ
ー
ル
に
分
か
れ
【
分
科
会
】

を
行
っ
た
。
聖
堂
で
は
、
幟
町

教
会
信
徒
の
青
葉
憲
明
さ
ん
に

よ
る
「
世
界
平
和
記
念
聖
堂
の

保
存
工
事
と
ラ
サ
ー
ル
神
父
の

願
い
」
、
マ
リ
ア
ホ
ー
ル
で
は

観
音
町
教
会
信
徒
の
朴
南
珠
さ

ん
に
よ
る
被
爆
証
言
が
行
わ
れ

た
。
（
朴
さ
ん
が
当
日
体
調
不

良
の
た
め
参
加
が
叶
わ
ず
、
急

遽
、
昨
年
朴
さ
ん
が
し
て
く
だ

さ
っ
た
被
爆
証
言
の
模
様
を
収

め
た
映
像
を
見
る
こ
と
に
な
っ

た
。
）

　

【
平
和
祈
願
ミ
サ
】
は
大
阪

大
司
教
区
の
補
佐
司
教
、
酒
井

9/18　開年ミサ
米子教会

9/19記念講演
Sr. 三好千春

（援助修道会）
ZOOM開催

開年ミサ、記念講演は
YouTubeで視聴が可能
です。

開年ミサ、記念講演
QRコード
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祈
り
】
がYouTube

配
信
さ

れ
た
。

　

八
月
六
日
は
、
白
浜
司
教
の

司
式
と
説
教
で
【
原
爆
と
す
べ

て
の
戦
争
犠
牲
者
の
た
め
の
ミ

サ
】
が
捧
げ
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
【
講
演
会
】
で
は
、
ア
ル

ペ
な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー
の
漆
原

比
呂
志
さ
ん
が
「
難
民
の
友

に
、
難
民
と
共
に
。
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
様

子
は
八
月
二
十
一
日
付
の
カ
ト

リ
ッ
ク
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ

た
。

　

午
後
に
は
【
カ
ト
リ
ッ
ク
中

高
生
企
画
】
が
漆
原
比
呂
志
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
「
友
に
な

る
こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
さ
れ
、

ま
た
聖
堂
で
は
諸
宗
派
合

同
行
事
【
キ
リ
ス
ト
者
平

和
の
祈
り
】
が
加
藤
正
矩

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
開
催
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
【
フ
ォ
ー
レ
「
レ

ク
イ
エ
ム
」
】
も
数
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
清
心
中
・
高
の
生
徒

が
制
作
し
て
く
だ
さ
っ
た

聖
堂
案
内
の
動
画
が
平
和

旬
間
中
に
限
定
し
て
配
信

し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
サ
ラ
ー

ム
の
会
や
ロ
ク
ス
号
が
中
庭
で

販
売
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催

と
な
っ
た
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー
な

ど
な
く
終
え
る
こ
と
が
出
来
、

安
堵
し
た
。

　

平
和
行
事
は
今
後
、
教
区
シ

ノ
ド
ス
の
提
案
を
受
け
て
、
組

織
の
位
置
付
け
、
実
行
委
員
の

規
約
を
明
確
に
し
、
簡
素
化
を

図
る
た
め
、
一
度
、
実
行
委
員

会
を
解
散
し
て
再
編
成
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
平
和
行
事

の
あ
り
方
、
そ
の
担
い
手
の
こ

と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を

振
り
返
り
、
良
い
再
出
発
の
時

と
な
り
ま
す
よ
う
、
お
祈
り
く

だ
さ
い
。

平和行事に参加した司教団

平和記念公園 供養塔前　平和のための集いの様子

教
区
創
立
百
周
年
記
念
グ
ッ
ズ

教
区
み
ん
な
で
、
お
そ
ろ
っ
ち
！

　

教
区
創
立
百
周
年
記
念
行
事

実
行
委
員
会
か
ら
の
依
頼
を
受

け
、
青
年
た
ち
で
、
記
念
グ
ッ

ズ
の
制
作
を
致
し
ま
し
た
。
こ

ち
ら
の
グ
ッ
ズ
は
、
来
年
九
月

Instagram
グッズ販売
アカウント

に
開
催
予
定
の
閉
年
ミ
サ
ま

で
、
一
年
を
通
し
て
販
売
致
し

ま
す
。

Ｔ
シ
ャ
ツ･

エ
コ
バ
ッ
グ

　
　
　
　
　
　
　

／
各
二
千
円

　

今
後
、
小
教
区
を
回
っ
て
の

販
売
会
も
い
く
つ
か
計
画
し

て
お
り
ま
す
が
、
上
記Q

R

よ

り
、
常
時
ご
購
入
い
た
だ
け
ま

す
。

↑写真は、白浜司教、荻神父、大西神父、三宅神父また教区職員に
協力いただき完成したポスター。撮影時は、みんなでわいわいと、
まるで家族写真を撮っているかのような楽しい時間でした。
みなさまも、ご自身の教会の主任神父様とパロディ撮影会をして
ぜひ企画室までお写真をお送りください！

俊
弘
司
教
に
よ
る
司
式
と
説
教

で
捧
げ
ら
れ
た
。
酒
井
司
教
は

説
教
で
「
わ
た
し
た
ち
キ
リ
ス

ト
者
が
平
和
を
語
る
と
き
に
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
。
そ
れ
は
単
に
平
和
を
語
る

の
で
は
な
く
、
平
和
の
宣
教
者

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
言
葉

だ
け
で
な
く
、
存
在
そ
の
も
の

で
平
和
を
宣
教
す
る
者
で
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
」
と
語
ら
れ

た
。

　

ミ
サ
後
、
日
本
聖
公
会
合
同

行
事
【
平
和
の
た
め
の
集
い
】

が
原
爆
供
養
塔
前
で
行
わ
れ

た
。
夜
八
時
か
ら
は
教
区
青
年

活
動
企
画
室
（
旧
青
少
年
情
報

セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る
【
テ
ゼ
の
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岡
山
南
教
会

岡
山
南
教
会

　　

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
交
流
の
家

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
交
流
の
家

ヨ
セ
フ

ヨ
セ
フ  

マ
イ
マ
イ  

バ
ン
バ
ン  

テ
ェ
テ
ェ  

神
父
神
父

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

「
あ
な
た
を
広
島
教
区
に
お

い
て
奉
仕
す
る
よ
う
派
遣
す

る
」

　

皆
さ
ん
に
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。
私
は
ヨ
セ
フ
・
マ

イ
・
バ
ン
・
テ
ェ
と
申
し
ま

す
。
ベ
ト
ナ
ム
の
ソ
ン
・

ロ
ッ
ク
教
区
司
祭
で
す
。
私

に
と
っ
て
祝
福
さ
れ
た
新
た

な
使
命
と
し
て
今
年
五
月
中

旬
に
広
島
教
区
に
参
り
ま

し
た
。
二
〇
一
三
年
五
月

に
司
祭
叙
階
を
受
け
て
、

二
〇
一
四
年
一
月
か
ら
香
港

教
区
に
派
遣
さ
れ
、
司
牧
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
た
び
、
広
島
教
区
に
派
遣

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
分
か

ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
二
〇
年
二
月
五
日
、

香
港
の
信
者
た
ち
に
同
行
し

て
ベ
ト
ナ
ム
巡
礼
に
行
く
前

に
、
ヨ
セ
フ
・
デ
ィ
ン
・

ド
ゥ
ッ
ク
・
ダ
オ
司
教
に
挨

拶
に
行
っ
た
時
の
事
で
す
。

ダ
オ
司
教
が
「
日
本
の
広
島

教
区
の
ア
レ
キ

シ
オ
白
浜
司
教

の
招
き
に
応
え

て
、
あ
な
た
を

広
島
教
区
で
奉
仕
す
る
よ
う
派

遣
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
急
に
こ
う
告
げ

ら
れ
大
変
驚
き
な
が
ら
も
、
そ

の
場
で
聖
霊
と
共
に
祈
っ
て
か

ら
「
少
々
恐
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
新
し
い
使
命
を
受
け
入
れ

ま
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
香
港

で
六
年
間
喜
ん
で
働
き
、
習
慣

や
言
語
、
人
間
関
係
に
慣
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
日
本
で
す
べ
て
の
こ
と
が
新

し
く
始
ま
り
大
変
だ
ろ
う
が
、

神
様
に
任
せ
て
お
導
き
頂
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
夜
、
次
の
朝
ミ
サ
を
準

備
し
て
い
た
時
、
翌
二
月
六
日

は
「
聖
パ
ウ
ロ
三
木
と
同
志
殉

教
者
」
の
記
念
日
に
当
た
る
こ

と
に
気
づ
き
、
聖
殉
教
者
の
こ

と
を
思
い
、
神
様
が
私
の
た
め

に
新
し
い
計
画
を
準
備
し
て
く

だ
さ
る
こ
と
を
深
く
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
聖
殉
教
者
が
信

仰
を
受
け
入
れ
、
生
き
、
証
し

し
、
伝
え
、
苦
難
と
試
練
と
迫

害
に
満
ち
た
時
代
を
過
ご
し
た

こ
と
を
通
し
て
、
私
を
強
め
て

下
さ
る
こ
と
を
確
信
し
て
お
り

ま
す
。
現
在
住
ん
で
い
る
日
本

と
ベ
ト
ナ
ム
の
交
流
の
家
（
岡

山
南
教
会
内
・
旧
ゆ
り
か
ご
保

育
園
）
に
聖
殉
教
者
の
写
真
を

か
け
て
、
聖
人
た
ち
と
共
に
広

島
教
区
に
お
け
る
福
音
宣
教
の

た
め
に
祈
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

新
し
い
使
命
を
受
け
、
成
功
を

求
め
ま
せ
ん
が
、
謙
虚
、
忍

耐
、
よ
り
深
く
信
じ
る
よ
う
に

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
二
〇
二
一
年
初
め
に
来

日
す
る
予
定
で
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
流
行
状
況
に
よ

り
、
今
年
五
月
よ
う
や
く
こ
の

約
束
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
来
日
直

後
の
五
月
三
十
日
に
は
神
様
に

祝
福
さ
れ
て
九
年
目
の
司
祭
叙

階
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
も
う
一
度
す
べ
て

を
慈
し
み
深
い
主
の
み
手
に
委

ね
ま
す
。
聖
母
マ
リ
ア
、
聖
ヨ

セ
フ
（
私
の
守
護
聖
人
）
、
聖

パ
ウ
ロ
三
木
と
同
志
殉
教
者
に

委
ね
、
皆
さ
ん
に
も
祈
っ
て
頂

け
る
よ
う
願
い
ま
す
。
神
様
な

し
に
何
も
で
き
ま
せ
ん
。
（
ヨ

ハ
ネ
15
・
５
参
照
）
ま
た
、

皆
さ
ん
が
い
な
け
れ
ば
、
私

の
使
命
を
十
分
に
果
た
す
こ
と

も
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
も
確

信
し
て
い
ま
す
。
私
の
た
め
に

祈
り
、
福
音
宣
教
の
た
め
に
助

け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
こ
の
新
し
い
使
命
を
受
け

入
れ
、
信
仰
の
う
ち
に
常
に
広

島
教
区
の
た
め
に
祈
っ
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
、
私
の
分
か
ち
合
い

の
言
葉
を
読
ん
で
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
教
会
と
共
に

歩
み
、
共
に
参
加
し
、
共
に
神

の
栄
光
を
表
す
こ
と
が
出
来
ま

す
よ
う
に
。
（
ル
カ
11
・
２
参

照
）

白浜司教を中心に、岡山鳥取地区の司祭団

教会巡礼・聖書写経キャンペーン　完了者紹介（敬称略）

◆ 聖書通読を完了された方
　No.012　彦島教会グループ
　　真浦美千代、真浦徹司、阿川昌子、
　　松本喜代子、中野陽子
　No.013　観音町教会グループ
　　工谷千火朱、工谷由美子、栗栖智子、
　　中原由紀子、永井幸、平岡淑子、
　　岸本久美子、高橋好美
　No.014　豊原みどり　観音町教会

◆ 教会巡礼を完了された方
　No.49　加賀栄子　　幟町教会

◆ 新約聖書写経を完了された方
　No.028　鷲尾優子　　倉敷教会
　No.029　井上美月　　幟町教会
　No.030　岩下悦子　　祇園教会
　No.031　豊原みどり　観音町教会

◆ 旧約聖書完了（全巻完了）を完了された方
　No.011　鷲尾優子　　倉敷教会
　No.012　井上美月　　幟町教会
　No.013　岩下悦子　　祇園教会
　No.014　豊原みどり　観音町教会
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地
区
便
り

地
区
便
り

岡
山
鳥
取
地
区

＊
久
し
ぶ
り
の
公
開
講
座

　

十
月
一
日
（
土
）
倉
敷
教
会

信
徒
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
元
・
岡
山
鳥
取

地
区
地
区
長
山
口
道
晴
神
父
様

を
お
迎
え
し
「
ミ
サ
と
ミ
サ
に

預
か
る
心
」
と
題
し
て
講
演
さ

れ
、
お
よ
そ
七
十
名
の
信
徒
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
多
忙
な
社

会
生
活
で
ミ
サ
に
与
る
喜
び
、

ま
た
、
見
え
な
い
恵
み
を
忘
れ

て
い
る
、
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ミ
サ
で
の
祈
り
を
聴
き
な
が

ら
一
週
間
分
の
力
を
蓄
え
、
本

当
に
大
切
な
も
の
は
何
で
あ
る

か
社
会
的
価
値
観
に
支
配
さ
れ

ず
神
の
言
葉
を
、
自
分
た
ち
に

む
け
ら
れ
た
言
葉
と
し
て
受
け

止
め
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
生

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
優
し

く
諭
す
よ
う
に
お
話
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
ミ
サ
で
は
、
ミ
サ

か
ら
い
た
だ
く
恵
み
を
考
え
な

が
ら
与
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ご
参
加
、
ご
協
力

に
感
謝
。

＊
花
咲
く
郷さ

と

祈
り
の
家

　

山
口
県
東
端
・
周
防
大
島
に

あ
る
花
咲
く
郷
祈
り
の
家
は
、

バ
プ
テ
ス
ト
教
会
だ
っ
た
築

九
十
年
の
会
堂
と
付
属
お
さ
な

ご
学
園
を
改
修
し
保
養
宿
泊
施

設
に
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一
七

年
春
に
開
所
し
ま
し
た
。
き
っ

か
け
は
福
島
第
一
原
発
被
曝
児

童
受
け
入
れ
で
し
た
が
、
開
所

以
来
憩
い
・
リ
ハ
ビ
リ
・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
修
学
旅
行
生
の

民
泊
体
験
学
習
、
地
域
の
月
例

音
楽
会
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な

交
わ
り
、
維
持
会
員
の
バ
カ
ン

ス
拠
点
な
ど
と
し
て
、
広
く
扉

を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

島
の
信
徒
は
月
二
・
三
回
の

水
曜
ミ
サ
に
与
か
れ
ま
す
。
山

口
島
根
地
区
の
夏
期
召
命
学
校

や
教
区
神
学
生
合
宿
に
も
利
用

さ
れ
、
光
・
柳
井
教
会
の
宣
教

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
な
っ
て
い
ま

す
。

＊
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
歌
隊　

略
称
「
Ｈ
Ｃ
Ｃ
」
の
紹
介

　

私
達
は
二
〇
一
七
年
七
月
に

広
島
地
区
の
聖
歌
隊
と
し
て

発
足
し
た
。
責
任
者
は
地
区

長
ヴ
ィ
タ
リ
神
父
、
中

村
神
父
、
典
礼
指
導
は

ミ
カ
エ
ル
金
起
煥
神
父

と
な
っ
た
。
（
地
区
司

祭
評
議
会
に
て
決
定
）

な
お
Ｈ
Ｃ
Ｃ
設
立
に
当

た
っ
て
白
浜
司
教
様
の

ご
理
解
と
励
ま
し
を
頂

け
た
こ
と
は
聖
歌
隊
が

ま
と
ま
る
大
き
な
力
と

な
っ
た
。

　

三
人
の
司
祭
の
も

と
で
幟
町
、

観
音
町
、
祇

園
、
呉
、
廿
日

市
、
三
篠
、
翠

町
の
代
表
者
達

が
役
員
と
な
り

闊
達
な
話
し
合

い
を
持
ち
準
備

を
進
め
た
。
ポ

ス
タ
ー
で
地
区

内
全
小
教
区
に

こ
の
聖
歌
隊
の

設
立
を
知
ら

せ
、
参
加
を
呼

び
か
け
た
。
し

か
し
聖
歌
隊
や

歌
唱
担
当
者
を

持
た
な
い
小

教
区
も
多
く
、
希
望
は
あ
っ
た

が
こ
れ
以
上
参
加
す
る
教
会
は

な
か
っ
た
。
結
果
六
教
会
で
の

発
足
と
な
っ
た
。
現
在
名
簿
上

の
隊
員
数
は
百
名
を
超
え
て
い

る
。

　

発
足
年
時
は
、
ミ
サ
や
聖
歌

に
つ
い
て
有
意
義
な
研
修
会
を

毎
年
持
っ
た
が
現
在
は
コ
ロ
ナ

の
感
染
防
止
上
開
催
を
見
合
わ

せ
て
い
る
。

　

内
陣
か
ら
遠
く
に
あ
る
聖
歌

隊
席
だ
が
、
聖
歌
隊
の
典
礼
的

役
目
を
果
た
す
為
、
常
に
司
式

者
の
祈
り
や
式
の
進
行
と
一
つ

に
な
る
努
力
を
大
切
に
し
て
い

る
。
ミ
サ
中
は
緊
張
し
、
練
習

も
大
変
な
時
も
あ
る
聖
歌
隊
だ

が
、
ミ
サ
の
中
で
「
一
致
し
て

歌
う
喜
び
」
と
い
う
大
き
な
お

恵
み
を
頂
い
て
い
る
。
現
在
の

責
任
者
荻
喜
代
治
神
父
、
典
礼

指
導
者
ミ
カ
エ
ル
金
起
煥
神
父

と
共
に
一
日
も
早
く
歌
唱
奉
仕

が
で
き
る
日
を
皆
で
待
っ
て
い

る
。　
　

感
謝
と
希
望
の
中
で

＊
教
会
学
校
リ
ー
ダ
ー
会

オ
ン
ラ
イ
ン
教
会
学
校

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
収
ま

ら
ず
、
教
会
に
行
け
な
い
子
ど

講師の山口神父

山
口
島
根
地
区

花咲く郷祈りの家 広
島
地
区

世界平和記念聖堂の聖歌隊席で歌うＨＣＣメンバー（2022平和行事）
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65

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

範
囲
を
広
げ
、
再
分
配
に
努
め

る
に
つ
れ
、
食
品
ロ
ス
を
生
み

出
す
の
は
資
本
主
義
経
済
の

歪
、
競
争
社
会
か
ら
の
格
差
社

会
な
ど
、
長
年
の
歴
史
と
政
治

経
済
の
中
で
作
り
上
げ
ら
れ
た

社
会
の
仕
組
み
が
根
源
的
な
問

題
で
あ
る
と
知
る
。

　

個
人
的
に
も
、
下
関
労
働
教

育
セ
ン
タ
ー
も
、
今
ま
で
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
「
現

場
」
と
言
う
末
節
で
理
不
尽
に

苦
し
む
人
々
に
寄
り
添
う
活
動

を
続
け
て
い
く
の
だ
ろ
う
か

ら
、
中
々
根
源
の
解
決
に
は
た

ど
り
着
か
な
い
。
そ
の
根
源
に

向
か
う
べ
き
立
場
の
人
々
は
、

そ
の
歪
ん
だ
根
源
の
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
に
大
い
に
寄
与

し
た
御
仁
の
「
国
葬
」
を
半
数

近
い
国
民
の
反
対
や
疑
問
に
応

え
る
こ
と
な
く
強
行
す
る
有
様

で
、
一
層
歪
み
が
増
す
と
し
か

思
え
な
い
。
嘆
息
。

　

尚
、
こ
の
度
フ
ー
ド
バ
ン
ク

山
口
の
玄
米
保
冷
庫
設
置
の
た

め
、
下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー

に
場
所
を
お
借
り
し
た
こ
と
に

謝
意
を
表
す
る
。

大
城　

研
司

子どもミサのポスター

　

個
人
的
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
を
始

め
て
七
年
以
上
に
な
る
。
東
テ
ィ
モ
ー

ル
独
立
支
援
運
動
か
ら
ケ
ニ
ア
の
ス
ラ

ム
街
の
子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
携
わ
っ

て
来
た
私
が
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
足
を
踏

み
入
れ
た
の
は
、
当
時
協
働
し
て
い
た

大
学
生
の
「
私
た
ち
は
ア
フ
リ
カ
の
子

ど
も
た
ち
に
給
食
募
金
を
送
る
活
動
を

し
て
い
る
の
に
食
べ
残
す
な
ん
て
許
さ

な
い
」
と
の
飲
み
会
で
の
発
言
と
、
日

本
で
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
品
の
量
が
Ｗ

Ｆ
Ｐ
な
ど
の
支
援
す
る
食
糧
の
量
と
ほ

ぼ
同
じ
と
聞
い
た
か
ら
で
、
食
べ
残
し

を
減
ら
し
、
期
限
切
れ
前
に
食
品
を
回

収
し
て
、
生
活
困
窮
者
に
「
お
す
そ
わ

け
」
す
る
、
何
か
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
活

動
だ
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
相
対

的
貧
困
の
割
合
は
日
本
は
存
外
に
多

く
、
と
り
わ
け
「
子
ど
も
の
貧
困
」
は

六
人
に
一
人
と
言
う
実
情
を
知
り
、
ま

た
行
政
な
ど
の
困
窮
者
支
援
は
ザ
ル
で

民
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
を
作
り
支
え
て
い
る
状
態
を
目

の
当
た
り
に
し
た
ら
、
ほ
の
ぼ
の
ど
こ

ろ
か
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
課
題
が
降
り

か
か
り
、
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
が
追
い
討
ち
を
か
け
て
来
た
。

　

食
品
ロ
ス
を
削
減
す
べ
く
、
回
収
の

も
た
ち
も
多
く
、
教
会
学
校
の

開
催
も
儘
な
ら
な
い
状
況
の

中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
教
会
学
校

を
開
催
す
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
い
た
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

と
い
う
ぶ
ど
う
の
木
で
、
イ
エ

ス
さ
ま
や
他
の
教
会
の
お
友
だ

ち
と
つ
な
が
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
こ
の
試
み
が
各
小
教
区
の

活
動
の
ご
参
考
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

日
時
：
二
〇
二
二
年

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

十
一
時
～
十
二
時
三
〇
分

対
象
：
幼
児･

小
学
生　

要
申
込

（
中
高
生
の
参
加
も
大
歓

迎
）

内
容
：
司
教
様
メ
ッ
セ
ー
ジ
・

神
学
校
の
生
活
の
紹
介
・

歌
・
ク
イ
ズ
な
ど

子
ど
も
ミ
サ

　

年
明
け
に
は
、
広
島
地
区
の

教
会
学
校
の
交
流
の
た
め
に
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
子
ど
も
ミ
サ
を
計

画
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
来

て
、
見
て
ご
ら
ん
！　

イ
エ
ス

さ
ま
の
平
和
」
で
す
。
仲
間
た

ち
と
一
緒
に
楽
し
く
イ
エ
ス
さ

ま
と
の
親
し
み
を
深
め
平
和
を

祈
り
ま
し
ょ
う
。
ギ
タ
ー
と
一

緒
に
歌
う
す
て
き
な
聖
歌
も

準
備
し
て
い
ま
す
。

日
時
：
二
〇
二
三
年

一
月
二
十
九
日
（
日
）

十
一
時
三
〇
分
～
十
三

時

場
所
：
祇
園
教
会　

要
申
込

対
象
：
小
学
生
・
中
高
生

（
幼
児
さ
ん
は
保
護
者

同
伴
）

内
容
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ･

ミ
サ

司
式
：
白
浜
満
司
教
・
三
宅

仁
孝
神
父

　

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を

　

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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い
光
景
で
し
た
。
ミ
サ
後
も
米

子
教
会
の
信
者
さ
ん
と
直
接
お

話
し
し
な
が
ら
販
売
す
る
こ
と

が
で
き
、
貴
重
な
良
い
機
会
を

頂
け
た
こ
と
、
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
販
売
ブ
ー
ス
の
隣
に

は
、
「
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
デ
イ

（
Ｗ
Ｙ
Ｄ
）
リ
ス
ボ
ン
大
会
」

へ
広
島
教
区
か
ら
多
く
の
青
年

を
派
遣
で
き
る
よ
う
に
と
、
参

加
費
補
助
の
た
め
の
募
金
箱
も

設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
Ｗ
Ｙ
Ｄ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の

青
年
が
一
堂
に
集
う
世
界
大
会

で
す
。
非
日
常
の
中
で
カ
ト

リ
ッ
ク
の
仲
間
と
出
会
い
寝
食

を
共
に
す
る
こ
と
は
、
体
験
し

が
た
い
も
の
で
、
参
加
者
の
多

く
は
信
仰
が
あ
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
、
帰
国
の
途
に
つ
き
ま

す
。

　

そ
ん
な
Ｗ
Ｙ
Ｄ
へ
広
島
教
区

か
ら
多
く
の
青
年
を
派
遣
で
き

る
よ
う
、
皆
さ
ま
と
一
丸
と
な

れ
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
記
念
グ
ッ
ズ
の
売
上
も

Ｗ
Ｙ
Ｄ
リ
ス
ボ
ン
大
会
の
参
加

費
補
助
に
あ
て
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
グ
ッ

ズ
購
入
を
通
し
て
も
、
青
年
派

遣
に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
。

既
に
、
各
小
教
区
よ
り
多
く
の

注
文
が
届
い
て
お
り
、
お
か
げ

さ
ま
で
第
一
期
は
完
売
致
し
ま

し
た
。
今
後
は
小
教
区
を
回
っ

て
の
販
売
も
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
し
て
、
急
い

で
増
産
中
で
す
。
改
め
て
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
小
教
区
を
回
っ
て

の
販
売
も
行
な
っ
て
い
き
た

く
、
思
っ
て
お
り
ま
す
。
Ｗ
Ｙ

Ｄ
参
加
に
向
け
た
準
備
も
合
わ

せ
て
、
今
後
の
青
年
た
ち
の
活

動
が
、
神
様
に
守
ら
れ
な
が
ら

行
な
っ
て
い
け
ま
す
よ
う
、
お

祈
り
く
だ
さ
い
ま
す
と
幸
い
で

す
。　

（
青
年
活
動
企
画
室
）

＊
平
和
祈
願
ミ
サ
の
ご
案
内

　

～
永
井
隆
博
士
を

　
　
　
　
　
　

記
念
し
て
～

　

病
床
か
ら
愛
と
平
和
を
訴

え
続
け
た
パ
ウ
ロ
永
井
隆
博

士
を
偲
び
、
博
士
の
故
郷
か

ら
世
界
平
和
を
祈
り
ま
す
。

日
時
：
十
一
月
二
十
三
日

（
祝
・
水
）

会
場
：
永
井
隆
記
念
館
（
雲

南
市
三
刀
屋
町
）

十
時
～  

平
和
祈
願
ミ
サ

　

司
式髙

見 

三
明 

名
誉
大
司
教

（
長
崎
司
教
区
）

白
浜 

満 

司
教（

広
島
教
区
）

伯
雲
協
働
体
（
米
子
・
松

江
・
出
雲
）　

主
任
神
父

十
一
時
十
分
～
十
二
時  

講
演

　

講
師　

髙
見
三
明
名
誉
大

司
教

　

演
題　

「
永
井
隆
博
士
の

列
福
運
動
」

お
願
い
：

　

参
加
に
つ
き
ま
し
て
は
、

会
場
が
狭
い
た
め
人
数
制
限

を
し
て
い
ま
す
。

主
催
：
伯
雲
協
働
体

　
　

三
刀
屋
如
己
の
会

　

青
年
の
た
め
に
い
つ
も
お
祈

り
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
教
区
創
立
百
周
年

に
合
わ
せ
て
青
年
た
ち
で
制
作

し
た
記
念
グ
ッ
ズ
の
販
売
が
始

ま
り
、
早
速
、
米
子
教
会
に
て

開
催
さ
れ
た
「
開
年
ミ
サ
」
に

行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ま
が
記
念
グ
ッ
ズ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

を
着
用
し
て
く
だ
さ
っ
て
お

り
、
制
作
に
関
わ
っ
た
青
年
た

ち
に
と
っ
て
は
、
と
て
も
嬉
し

伯
雲
協
働
体

三篠教会（広島市西区）でのグッズ販売の様子

青
少
年
の
活
動

青
少
年
の
活
動

教
区
創
立
百
周
年

記
念
グ
ッ
ズ
販
売
開
始

開年ミサでの様子を
ご覧いただけます！

〈お問い合わせ〉
wyd2023.lisbon.dp@gmail.com

(WYD2023リスボン派遣プロジェクト)

書
籍
紹
介

『
何
を
信
じ
て
生
き
る
の
か
』

著
者
： 

片
柳 

弘
史 

神
父

出
版
社
：
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

定
価
１
３
０
０
円+

税

　

カ
ト
リ
ッ
ク
宇
部
教
会
を
舞
台
に
繰

り
広
げ
ら
れ
る
、
学
生
と
神
父
の
宗
教

を
め
ぐ
る
対
話
。
「
神
が
い
る
な
ら
、

な
ぜ
こ
ん
な
不
条
理
な
こ
と
ば
か
り
起

こ
る
ん
で
す
か
」
「
な
ぜ
、
自
由
を
放

棄
し
て
神
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
か
」
な
ど
、
次
々
と
寄
せ
ら
れ

る
鋭
い
質
問
に
、
果
し
て
神
父
は
答
え

ら
れ
る
の
か
。
宗
教
と
は
何
か
、
神
を

信
じ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、

改
め
て
根
底
か
ら
考
え
直
し
た
い
人
に

お
勧
め
。
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フ
ィ
エ
ス
タ
は　

感
謝
の
祭
儀

　
　
米
子
教
会
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
宣
教
会

ゼ
ル
ナ
・
ロ
ル
ダ
ン
・
オ
リ
ラ
ン
神
父

〈114〉

　

皆
さ
ん
は
、
フ
ィ
エ
ス
タ

と
い
う
言
葉
を
聞
か
れ
た
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
、
町
を
あ
げ

て
、
そ
の
土
地
の
守
護
の
聖

人
の
祝
日
を
祝
う
習
慣
が
あ

り
ま
す
。
聖
人
の
ご
像
を
か

か
げ
て
行
列
を
し
た
り
も
し

ま
す
が
、
実
は
フ
ィ
エ
ス
タ

に
は
そ
れ
以
上
の
深
い
意
味

が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ィ
エ
ス
タ
の
時
に
は
、

ど
の
家
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に

お
祝
い
の
食
事
を
準
備
し
、

人
々
を
招
待
し
て
、
一
緒
に

祝
宴
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
人
々
と
食
物

を
分
か
ち
合
う
事
が
、
フ
ィ

エ
ス
タ
の
最
も
大
切
な
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
故
郷
の
フ
ィ
エ
ス
タ

は
、
二
月
二
日
で
す
。
私
の
実

家
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
来

ま
す
。
そ
の
数
は
、
毎
年
、
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

親
戚
が
増
え
、
友
達
が
増
え
、

知
り
合
い
が
増
え
る
か
ら
で

す
。
日
本
に
来
て
一
番
懐
か
し

く
思
い
出
す
の
は
、
フ
ィ
エ
ス

タ
の
こ
と
で
す
。
フ
ィ
エ
ス
タ

の
時
に
は
、
招
か
れ
て
い
な
い

親
戚
や
友
人
が
い
な
い
よ
う
気

を
配
り
通
知
し
ま
す
。

　

感
謝
の
祭
儀
、
い
わ
ゆ
る
ミ

サ
は
、
そ
れ
が
食
事
で
あ
る
と

い
う
点
で
は
、
フ
ィ
エ
ス
タ
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
祝
宴
を
催

さ
れ
る
の
は
神
様
で
す
。
神

は
、
様
々
な
人
生
を
歩
む
人
々

を
同
じ
祝
宴
に
招
き
、
私
た
ち

が
こ
の
フ
ィ
エ
ス
タ
に
参
加
す

る
こ
と
を
望
ま
れ
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
パ
ン
と
葡
萄
酒
の
形

の
も
と
に
イ
エ
ス
を
拝
領
し
ま

す
。
私
た
ち
が
拝
領
す
る
パ
ン

と
葡
萄
酒
は
、
私
た
ち
を
以
前

と
違
っ
た
新
し
い
人
間
に
し
て

ゆ
く
は
ず
で
す
。
ご
聖
体
は
、

私
た
ち
を
新
た
に
し
、
私
た
ち

の
命
を
変
容
さ
せ
る
は
ず
な
の

で
す
。

　

マ
タ
イ
22
・
１
―
14
の
中
で

宴
席
を
も
う
け
た
主
人
を
怒
ら

せ
た
の
は
、
最
初
に
招
待
さ
れ

た
人
々
が
、
招
待
を
無
視
し
た

こ
と
で
し
た
。
次
に
呼
ば
れ
た

客
の
場
合
は
、
ふ
さ
わ
し
い
準

備
を
し
て
来
な
か
っ
た
こ
と
で

し
た
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
招

待
を
受
け
る
こ
と
の
意
味
を
よ

く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
だ
け

で
な
く
、
そ
の
祝
宴
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
も
、
分
か
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
。
招
待
さ
れ

た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
様
子

も
な
く
、
自
分
た
ち
の
思
い
だ

け
に
捕
ら
わ
れ
て
お
り
、
余
裕

が
な
い
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
ミ
サ
に
与
っ
て
、

ご
聖
体
が
生
活
の
中
心
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
ば
し
ば
聞

い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

は
頻
繁
に
聖
体
拝
領
を
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
神
を
中

心
に
す
え
た
生
活
を
す
る
こ
と

な
の
で
す
。

　

一
体
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば

出
来
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

先
ず
、
朝
、
そ
の
日
の
予
定

の
全
て
の
こ
と
を
神
に
捧
げ
る

こ
と
で
す
。
何
か
を
行
動
に
移

す
時
に
は
、
神
さ
ま
を
喜
ば
せ

る
こ
と
に
な
る
か
神
さ
ま
に
う

か
が
う
事
で
す
。
こ
の
よ
う
に

し
て
い
る
と
、
祈
り
な
し
で
何

か
を
決
め
る
と
い
っ
た
事
は
な

く
な
り
ま
す
。
一
日
の
終
わ
り

に
は
、
い
た
だ
い
た
恵
み
を
感

謝
し
て
、
神
と
人
々
と
を
も
っ

と
愛
す
る
決
心
を
し
て
一
日
を

終
え
ま
す
。

　

私
た
ち
が
こ
の
よ
う
に
、
毎

日
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
ご
聖
体

の
助
け
を
願
い
ま
し
ょ
う
。
私

の
日
本
語
の
ミ
サ
は
ま
だ
上
手

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ミ
サ
は

も
と
よ
り
、
す
べ
て
の
秘
跡

は
、
神
ご
自
身
が
働
か
れ
る
も

の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
司
式
す

る
司
祭
が
ど
う
で
あ
る
か
は
、

た
い
し
た
問
題
で
は
な
い
の

で
す
。
ミ
サ
と
秘
跡
は
、
神
の

現
存
を
示
す
し
る
し
で
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
が
神
を
中
心
に
し

た
生
活
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ミ
サ
と
秘
跡
が
も
た
ら
す

効
力
を
日
常
の
生
活
の
中
で
発

見
し
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
願
っ
て
ミ
サ
に
与
り
ま

し
ょ
う
。

　

い
よ
い
よ
今
度
の
待
降
節
か

ら
新
し
い
式
次
第
を
用
い
た
ミ

サ
の
実
施
が
開
始
さ
れ
る
。

四
十
四
年
ぶ
り
の
日
本
語
の
ミ

サ
式
次
第
の
改
訂
と
い
う
こ
と

で
、
初
め
て
改
訂
の
時
を
体
験

す
る
信
徒
も
少
な
く
な
い
だ
ろ

う
。
変
更
箇
所
に
慣
れ
る
ま
で

少
し
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
言

葉
を
ゆ
っ
く
り
と
味
わ
い
な
が

ら
、
ミ
サ
を
通
し
て
い
た
だ
く

恵
み
を
今
一
度
意
識
す
る
機
会

に
で
き
れ
ば
と
思
う
。
（
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